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　昨年度 の 本大会に お い て ，孵 卵温度が カ ナ ヘビの

胚な ら び に 孵化幼体 の 性 の 分化 に 及ぼす 影 響 に つ

き，25．0℃ と 29，5℃ の 温度下 に お け る場合 に つ ぎ報

告 した が ．今 回 は 孵卵湿度を 31．5℃ に 設定 し 同様 の

観察を 行 な っ た。 こ の 温度下 で の 卵期間 の 平均 は 26

日 で あ り．胚 の 死 亡 率に は前年 の 観察と比較 し て 有

意差 は 認め ら れ な か っ た 。胚及 び孵化幼体 の 雌雄 の

判別 は ，1）体外か らの 生殖結節 の 形態観察 2）開腹

後 の ミ ュ ラ
ー
管 の 有無の 確認．3）組織切片 に よ る 生

殖腺の 検鏡 ， に よ り行な っ た 。観察 した 75個体 の 胚 お

よび 孵化 幼体 の 性 比 は ，雄i43 （57％）：雌 32 （43箔）

で あ り，雄 の 表現形 を 示 す個体 が や や 多 く 出現 し た

h：，検定 の 結果有意差 は認め られ な か っ た 。 先 の

29．5℃ で の 観察に お い て も雄 が 多 く出現 し た が 有意

差 は 認 め られず，本種 で は 孵卵濕度が性比 に影響し

な い もの と思 わ れ る 。

　爬虫類 に お い て ，孵卵温度が 性分化 に 影響 し，性

比が
一

方に偏 る こ と が，カ メ 類 ， ト カ ゲ 類，ワ ニ 類

で報告 さ れ て い る （Bull，1980）。 し か し， ヘ ビ 類

（Bull ， 1980），カ ナ ヘ ビ 類 （Raynaud 　and 　 Pieau，
1972） の 各 々 1 種 で は 贈卵温度 が 性 比 に 影 響 し な い

と の 報告 もあ る。Bull は ．孵 卵 温度 に よ り性 の 決

定が影響 を 受 け る 種 は ， 2 種 の カ メ を 除 い て ，近縁

種に お い て も異 形 性 を 示 す 性染色体 が 観 察 され な い

こ と，孵 卵温度 に よ り 影 響 を 受 け な い Nerodia

（Natrix） お よび L ・viridis で は 同属中 に こ の 様な

性 染 色 体 の 認 め られ る種の 存在す る こ とをあげ，性

染色体 と遺伝的性 の 決定 と の 関係 を 論 じ て い る 。 カ

ナ ヘ ビに お い て は ，同形 で は あ る が 性染 色 体 の 存 在

が 示唆 され て お り （Nakamura ，1935）， 今 回 の 観

察結果 は ，Bull等 の 説 を 裏付け る もの と思 われ る。

　 The 　marnma 至ian　neGcor しex 　js　organized 　into

aIaminated 　 structure 　 wh1ch 　 is　 characterized

by　the 　 spatial 。 rde ・ 。f　 vari ・ us 　 types ・f　 neu

’

rons ．　 The 　 development 　 of 　 this　well 　 defined

arrangement 　 of 　 neurons 　 has 　been 　studied ．　Few

worksp 　howeverp 　deal　 with 　the　cellu 弖ar 　env 三ron ▼

ment 　through 　 which 　 this 　structure 　 develops ．

Asubstantial 正y　larger　extracellular 　 space 　 can

be　seen 　in　immature 　brajn ，especiaHy 　incertain

置ayers 　of 　neocortex ，　in　 contrast 　to　narrou 　spa ・

ces 　 1亘 ma 毛ure 　brain ．　These 　extracellular 　spaces

may 　 comprlse 　 an 　extracell 　 ular 　 matrix （ECM ）

which 　 forms　 the　immedjate 　 cellu 量ar 　 environ ・

ment ，　 whose 　importance 　 has　been 　 recognized

in　 var 菫ous 　ombryonic 　 systems ・

　 In　this 　histochemical 　 s しudy
，
　 the　presence 　of

ECM 　has 　 been 　demonstrated 　 for　 the 　flrst　time

in　the 　developing 　neocQrtex 　of 　normal 　and

reeler 　mutant 　 mioe 　 whose 　laminar 　 architecture

of 　neocortex 　is　sys 亡ematjca 重｝y　inversed．　 Patte凾

ms 　 of　 ECM 　 localization　 in　 both 　genotypes

followed　the　laminar 　pattem 　format ：on 　of 　neo −

COrteX 　arChiteCtUre ．　H 匪StCChein 董Cal 　UltraStrUC ・

加 ral 　 visualjzation 　 of 　this 　ECM 　 and 　 its　 susce
’

ptibi1 趾y　to　enzymatic 　treatment 　suggested 　that

the 　τnajor 　 components 　arc 　glycosaminog ］ycans ．

An 　 attractive 　 hypothesis 　on 　 the　posslble 　role

of 　 this　ECM 　is　 tbat　jt　 may 　form 　 a　 iocal　 env 鬘一

ronment 　in　which 　lencounters　 occur 　 be しween

afferent 　 axons 　and 　target　cel ］s．
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